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Lakes play important roles as freshwater resources for drinking, agriculture, 
industry, fishing, recreation, and tourism. However, accelerated eutrophication is a 
widespread and significant problem for lakes around the world. In this study, we 
proposed one new index and two new methods for long-term monitoring of water 
quality in turbid lakes. We tested these index and methods in two turbid Asian lakes 
and obtained acceptable accuracies both for in situ datasets and satellite images.  
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         （1） 
ここで a(λ) と bb(λ) はそれぞれ総吸収係
数と総後方散乱係数である。f は太陽天頂角
の関数で、以下の式で表せる。 


















  （3） 
総吸収係数は以下の式ように展開できる。 
)(]CDOM[)(]TR[)(]aChl[)()( ***  CDOMtrphw aaaaa  
                  （4） 
ここで[Chl-a]と[TR]はそれぞれ Chl a とト
リプトンの濃度、[CDOM]は波長 440nm に
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クロロフィル a 濃度の推定指標： 
)b()b()b()b( 910710 rsrsrsrs RRRR       （6） 






    （8） 
ここで b5、 b7、b9、 および b10 はそれぞれ
MERIS のバンド 5（555-565 nm）、バンド 7
（660-670 nm）、バンド 9（703.75-713.75 nm）、
バンド 10（750-757.5 nm）である。 
 ステップ 2：シミュレーションデータによ
って作成した推定モデルを用いて、水中各基
本成分の濃度の初期値（ [Chl-a]0、 [TR]0、 
[CDOM]0）を計算する。 
 クロロフィル a 濃度の推定モデル： 





rs  RR  （10） 
 波長 440nm における溶存有機物の吸収係
数の推定モデル： 




































Matrix Inversion Method)を提案する。 




















































































































































































































































































































































































 以上の３つの仮定によって、従来の 3 波長
指標は以下のようになる。 
)()]()()([)(])(1)(1[ 3211321  wwwphrsrsrs aaaaRRR 
                （15） 
ここで、λ1、λ2、λ3はそれぞれ MERIS の
バンド 7（660-670 nm）、バンド 9
（703.75-713.75 nm）、バンド 10（750-757.5 
nm）である。しかし、高濁度水域においては、












































 4 時期の MERIS データ（霞ヶ浦で 2006 年 2
月 18 日、2008 年 8 月 7 日、および中国滇池




す。図 1 から、SAMO-LUT 法を用いたクロロフ
ィル a 濃度，トリプトン濃度，CDOM 濃度の推















































 RMIM 法の精度評価のため、RMIM 法で推定
した Chl a 濃度、トリプトン濃度、および
440nm での CDOM の吸収係数と、それらの実測
値を比較した（図 2）。ESIOPs の推定には 2008
年 8 月 7 日の一部のデータを使用した。図 2
から、2007 年 9 月と 2008 年 8 月の推定値は
実測値と良く一致した。Chl a 濃度、トリプ
トン濃度、および 440nm での CDOM の吸収係
数の推定誤差はそれぞれ 10.2mg m-3、 1.9g m-3、 
0.31m-1未満であった。しかし、2010 年 5 月
の推定値は大きな誤差を示し、Chl a 濃度、
トリプトン濃度、および 440nm での CDOM の
吸収係数の推定誤差はそれぞれ 27.6mg m-3、 








































SIOPs の時間的な変動が考えられる。図 3 に























平均割合（1980 年～2008 年） 
 
（３）ETBI によるクロロフィル a 濃度の推定 








の場合は、RMSE は 13.97 から 8.68 mg m-3ま
で、相対誤差は 19.01％から 12.30％まで、
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